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まえがき

ヤナギムシガレイは、福島県においては底びき網の重要な漁業対象種である。

本県海域のヤナギムシガレイの食性について、季節毎やサイズ毎の餌料の種類 1)や餌料となっ

ている「種jZ)についての報告はあるが、摂餌量の季節変化についての知見はなかった。

筆者らは、ベントスを主餌料とする主要な底生魚類の食性について継続して調査しており、近

年ヤナギムシガレイの水揚量の増加が著しいことから、今回調査の機会を得、餌料生物の種類と

ともに、胃内容物の「量」の季節変化とその要因について検討したので報告する。

材料および方法

1998年 2月から1999年 6月に相馬原釜及び小名浜魚市場に沖合底びき網により水揚げされたヤ

ナギム νガレイを用いて、全長、体長、体重、雌雄別生殖腺重量および胃内容物重量を測定した。

胃内容物は、 1個体分毎に、約10%のホルマリンで固定後「動物群」に分離し、目視により重量

比率を判断した。胃内容物重量に比率を乗じて、「動物群」毎の胃内容物重量とした。なお「動

物群」のうち多毛類については「科」毎に、甲殻類については「目」または「亜日」毎に胃内容

物重量比率を求めた。

測定データから、雌雄別，耳石から読み取った年齢(年令起算日を 2月 1日とした)別に胃内

容物重量指数(胃内容物重量x100 / (体重一生殖腺重量入以下 SC Iとする)と生殖腺重量

指数(生殖腺重量X100/体重、以下GS Iとする)を算出した。

調査回数は16回、調査標本数は l回あたり 100個体を上限とし、計 1，489個体であった(表 1)。

表 1 ヤナギムシガレイ胃内容物調査標本

調査年月日 尾数 漁獲位置 調査年月日 尾数
漁獲位置

ロランA.水深 (m) ロランA • 水深 (m)
1998. 2.11 69 1800.........1900， 165.........190 1998.11. 11 100 2150 ， 130 

3. 4 76 1930.........2020， 145.........160 12. 16 100 2500 ， 120.........130 
4.20 46 1870.........1900， 135 1999. 1. 20 100 2600.........2700. 100.........120 
4.22 100 1150 ， 120 2.17 100 2650 ， 120 
5. 13 100 2000 ， 127.........138 3.10 100 2400.........2500. 85......... 90 
6.17 100 2050.........2130， 127 4.21 100 2230.........2300， 124 

、，9.9 100 2600.........2700. 120.........127 5.26 100 2430 
' 

98 
10. 14 100 2400.........2450. 120 6.17 98 2400.........2500， 120.........135 
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結 果

胃内容物重量の変化

各調査時における SC 1とGS 1を、標本の殆どを占めた 1'-'"4才の年令別に表 2に示す。な

お、標本が 4尾以下のものは表から除外した。

表 2 雌雄・年令別SCIとGSI

S C 1 GSI 

調査年月日 醐・斡♂ 1♂2♂3♂4♀l♀2♀3♀4 ♂l♂2♂3♂4♀1♀2♀3♀4 

1998. 2. 11 0.9 1.2 0.8 0.2 0.4 0.6 
3. 4 1.2 0.8 0.6 . 0.1 0.5 2.1 
4. 20 1.5 . 1.6 . 0.2 . 0.5 . 
4.22 0.7 0.7 1.1 . 0.2 1.3 1.0 
5. 13 0.5 . 0.7 0.7 0.5 0.6 0.2 . 0.2 0.4 9.0 10.1 
6.17 0.5 0.6 . 0.3 0.6 0.5 . 0.2 0.4 . 0.1 0.6 1.9 
9. 9 0.5 0.7 . 0.5 0.5 . 0.3 0.2 0.5 . 0.3 0.5 . 4.7 
10. 14 1.5 0.7 0.6 . 0.4 0.7 0.7 . 0.4 0.8 0.9 . 0.3 0.5 1.8 
11. 11 0.2 0.1 0.1 . 0.3 0.2 0.2 0.6 1.0 1.3 . 0.4 2.1 8.5 
12. 16 0.6 0.3 . 0.5 0.3 0.2 . 0.4 1.1 . 0.3 4.5 9.4 .， ' ¥1 1999. 1. 20 0.3 0.1 0.1 0.8 0.2 0.1 0.5 0.8 0.9 4.5 9.4 12.6 
2. 7 0.6 0.6 . 0.9 0.7 0.6 0.3 0.5 . 1.8 4.9 4.3 
3. 10 0.2 0目1 0.1 0.1 0.3 0.2 0.5 0.4 . 11.3 6.5 
4.21 1.1 0.7 0.6 . 1.2 0.9 0.9 0.2 0.3 0.3 . 0.8 1.6 2.0 
5.26 1.0 0.9 . 1.0 0.8 0.8 0.3 0.4 . 0.5 2.2 2.6 
6.17 0.7 0.6 . 0.6 0.6 0.6 0.3 0.4 . 0.5 2.2 2.4 

表中「・」は4尾以下のためデータから除外したもの

年令平均 SC 1が 1以上を示し、摂餌が活発であると思われるものは、雄では1998年 3月、 4

月、 10月、 1999年 4月、 5月の 1""""2才魚でみられた。その GS 1は、 0.1""""0.4の低い値であっ

た。雌では1998年 2月、 4月、 1999年 4月、 5月の 2""""3才魚でみられ、その GS 1は、 0.4"" 

1.0とやはり低い値を示した。一方、年令平均 SC 1が0.3以下を示し、摂餌が不活発であると思

われるものは、 雄では1998年11月""""1999年 3月にみられ、雌も主に雄と同様の1998年11月""""1999

年 3月にみられた。そのGSIは、雄では0.2'"":1.3の範囲であり、高い数値のものを含んでいた。

雌でも0.1""""12.6の範囲で、雄と同様に高い数値のものが含まれていた。

表 2から;S C 1とGSIは何らかの関係があるものと推測されたため、年令平均GSIが高い

値を示した期間の調査標本(雄:1998年11月、 1999年 1月，雌:1999年 1月、 3月)を用いて、

1尾毎の SC 1とGSIの関係をみると(図 1、図 2)、雌では G S 1が低い程 SC 1が高い逆

相関の関係が認められ、雄でも弱いながら逆相関の関係が認められた。

， 
2.0 

. 
0.5 

雌 N=68
1.4 

1 . 2 

1.0 I・
_0.8' 
にコ

∞O. 6 I . . 
O. 4 

O. 2 。
25 

。

雄 N=110

y = -0.0266x + 0.4775 

R2 = O. 1761 

y = -0. 1171x + 0.2482 

R2 
= 0.0514 

' 
-E・
• • • 

5 10 15 20 2 3 

GSI GSI 

図 1 ヤナギムシガレイ雌のSCIとGSIの関係 図2 ヤナギムシガレイ雄のSCIとGSIの関係
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胃内容物種類の変化

調査時毎の胃内容物重量の動物群比率を表 3に示す。

いずれの調査時においても多毛類の比率が最も高く、全胃内容物重量の44.9"'_'82.3%を占めて

いた。甲殻類がそれに次ぐが、調査時により比率が3.2..._，37.1%と大きく変化した。その他の生物

の比率は最大でも1.1%と低かった。

多毛類・甲殻類の種類別に詳細にみる 表 3 胃内容物重量の「動物群J比率
と(表 4)、多毛類では、殆どの調査時 % 

においてナナテイソメ科の比率が高かっ 調査年月日 多毛類 甲殻類 その他消化・不明
たが、 1998年 2月、 3月、 1999年 3月の 1998. 2. 11 60.3 34.1 0.3 5.3 

調査の標本では比率が低かった。これは、 3. 4 55.9 31.4 0.3 12.4 

その 3回の調査の漁獲水深がナナテイソ 4.20 62.9 37.1 。 。
メ科の主分布水深である 100..._，140m3)か 4. 22 82.3 10.4 0.6 6.7 

ら離れていたことが原因と思われた。 19
5. 13 70.8 13.1 0.2 15.9 

98年 2月の調査ではイソメ科が、 3月の
6.17 71.8 6.9 0.2 21.1 

9. 9 68.9 9.9 。21.2 

4事 調査ではケヤリ科が、 1999年 3月の調査 10. 14 55.3 28.3 0.1 15.3 

ではスピオ科がそれぞれ多毛類中最も比 11. 11 44.9 17.1 。38.0 

率が高かった。なお、スピオ科は1999年 12. 16 68.3 11.3 0.0 20.4 

1月..._， 3月の期間で多毛類中最も高い比 1999. 1. 20 54.0 8.3 0.1 37.6 

率を示し、 5月にも 16.1%とナナテイソ
2.17 77.4 3.2 。19.4 

メ科に次ぐ比率であったが、その他の調
3. 10 49.5 3.7 0.5 46.3 

4.21 53.7 21.0 1.1 24.2 
査では比率が低かった。甲殻類では、ヨ 5.26 66.7 5.5 0.9 26.9 

コエビ亜日が1998年 3月と 10月の調査時 6.17 62.5 7.1 0.5 29.9 

に、オキアミ日は1998年春季の 2月と 4 計 64.7 14.0 0.4 20.9 

月の調査時に、エビ類は1999年 4月の調

査時にそれぞれ胃内容物重量比率が10%

を超える高い比率を示した。
表 5 雌雄・年令別胃内容物重量「動物群」比率

また雌雄・年令別にみると(表 5)、
% 

雌雄とも、殆どの年令で多毛類の胃内容 多毛類 甲殻類 その他消化・不明

物重量比率が最も高かったが、次いで多
雄 l才 29.7 51.5 。18.8 

い甲殻類は、雌雄とも若令ほど比率が高
2才 66.8 21.1 。12.1 

3才 70.9 10.8 。18.3 
くなる傾向がみられ、雄の 1才魚では多 4才 59.4 7.1 0.6 32.9 

毛類の比率を上回っていた。 5才 63.1 2.4 。34.5 

多毛類・甲殻類の種類別に詳細にみる 雄計 66.0 16.1 0.1 17.8 

と(表 6)、多毛類では、雌雄ともどの 雌 1才 46.4 33.4 。20.2 

年令でもナナテイソメ科の比率が最も高 2才 68.7 16.6 0.1 14.6 

く、年令との明瞭な関係はみられなかっ 3才 67.1 11.3 0.8 20.8 

た。一方甲殻類では、ヨコエピ亜日とア 4才 64.6 9.5 0.3 25.6 

ミ亜目で、若令個体ほど比率が高くなっ
5才 51.1 11.8 2.2 34.9 

6才 38.0 11.4 1.3 49.3 
ており、特にヨコエビ亜目は雄 1才魚の

7才 40.2 10.7 。49.1 
胃内容物重量の42%を占め、雌 l才魚で

雌計 64.4 13.4 0.5 21.7 
も23.6%で多毛類ナナテイソメ科とほぼ

同じ比率を占めていた。
※4尾以下の標本は除外した
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表 4 多毛類・甲殻類の種類別胃内容物重量比率(調査時別) 単位:%

調査年月日
多 毛 実質 甲 実庇凡〉え 重責

ナナテイソメカザリゴカイスピオ ケヤリ イソメ ウロコムシ フサゴカイ 付7'/ゴカイギボシイソメ他の多毛頭 不明・消化 ヨコエピ亜自エビ類※オキアミ目 異尾類アミ亜日 カニ類他の甲設類

1998. 2.11 0.9 7.0 10.9 35.9 2.6 0.3 0.3 2.3 7.3 7.6 16.5 2.4 0.2 0.1 

3. 4 5.2 10.2 2.7 19.7 4.5 1.4 1.2 9.7 1.3 25.2 5.2 0.1 0.9 

4.20 58.0 0.7 1.5 1.6 0.6 0.6 0.6 2.9 30.9 0.4 2.2 

4.22 73.0 7.8 0.2 0.5 0.2 0.6 2.5 1.3 3.4 1.7 0.7 0.7 

5. 13 51.2 1.6 0.3 6.1 2.5 7.1 0.3 0.1 0.1 1.0 0.4 1.7 1.3 5.3 0.9 3.2 0.7 0.0 

6.17 37.5 7.7 7.2 8.5 0.5 10.1 0.4 3.0 1.9 0.4 0.6 0.5 0.5 

9. 9 51.0 7.2 1.8 1.6 0.6 1.1 4.4 1.0 7.7 1.3 0.2 0.2 0.1 0.3 

10.14 38.4 4.3 5.6 2.3 3.3 0.4 1.1 18.0 0.5 6.2 0.8 0.1 2.6 

11. 11 35.9 6.9 0.3 1.8 4.8 5.6 0.6 4.2 2.0 

12. 16 38.1 10.5 2.1 0.9 4.3 1.5 0.1 10.1 0.7 6.4 1.8 2.8 0.3 0.0 

1999. 1. 20 14.6 7.8 22.7 1.4 0.2 0.7 6.4 0.2 5.9 0.3 0.8 1.2 

2.17 25.2 5.1 37.7 0.6 2.1 0.2 0.1 0.2 5.5 0.8 1.0 0.5 1.3 0.3 0.1 

3. 10 3.9 15.0 9.3 4.3 17.1 0.4 2.3 0.9 0.0 

4.21 40.0 7.1 2.2 1.7 0.6 0.4 0.1 0.2 0.0 1.4 4.9 13.7 0.7 0.8 0.6 0.2 

5.26 41.9 5.8 16.1 1.0 0.6 0.1 0.1 0.0 0.3 0.4 0.4 0.8 3.8 0.5 0.2 0.1 

6.17 25.9 14.6 2.8 10.5 5.2 0.3 1.2 1.2 0.5 0.3 2.4 0.3 0.2 3.2 0.3 0.2 0.4 

計 37.4 7.1 6.4 4.6 2.8 1.9 0.6 0.3 0.1 2.9 0.5 4.7 3.6 2.8 1.0 0.9 0.3 0.5 

※「エビ類」の中には、アミ目、ロフォガスター亜目の大型種、 Lophogαstersp.が誤って含まれている。

EσJ1 3 表 6 多毛類・甲殻類の種類別胃内容物重量比率(雌雄・年令別)
単位:%

雌雄・年令
多 毛 類 甲 主品九凡 業買

ナナテイソメカザリゴカイスピオ ケヤリ イソメ ウロコムシ 7サゴカイ タケ7シゴカイギボジイソメ他の多毛頭 不明・消化 ヨコエビ亜日エビ類※オキ7ミ目 異尾類アミ亜日 カニ類地の甲設類

雄 1才 14.4 8.5 1.7 0.1 2.5 2.5 42.0 0.9 0.4 0.8 6.2 1.2 

2才 39.6 2.8 13.0 3.6 1.1 2.4 0.3 0.0 3.7 0.2 8.1 2.2 7.4 0.1 2.0 0.2 1.0 

3才 44.5 3.5 14.9 1.4 1.6 1.1 0.1 2.8 0.9 5.0 1.5 2.8 0.1 1.0 0.1 0.1 

4才 38.0 0.9 7.1 1.2 4.4 4.6 3.2 1.0 3.1 1.2 0.7 0.7 0.4 

5才 40.7 5.4 9.4 7.6 0.8 0.8 0.8 

雄計 40.4 3.3 12.6 2.1 1.1 1.9 0.6 0.0 3.3 0.5 7.4 1.9 4.2 0.2 1.6 0.2 0.6 

雌 1才 25.6 6.7 0.5 1.1 8.7 3.8 23.6 2.4 1.3 0.3 3.6 2.2 

2才 45.4 5.8 3.3 4.2 2.1 3.4 0.1 0.1 0.0 3.4 0.8 6.5 3.4 4.3 0.0 1.5 0.3 0.5 

3才 36.2 9.8 6.9 4.7 4.7 0.8 1.6 0.1 0.2 1.6 0.4 2.5 4.7 2.2 1.0 0.2 0.3 0.3 

4才 35.2 8.7 7.7 3.4 1.7 1.3 0.3 0.7 0.0 5.4 0.2 2.1 4.7 1.3 0.4 0.2 0.7 0.1 

5才 19.9 11.2 0.1 9.2 5.8 0.3 0.3 2.2 1.2 0.9 1.0 5.2 0.1 5.4 0.1 

6才 12.1 6.5 1.2 8.0 8.6 0.8 0.8 0.2 0.4 10.0 0.8 

7才 14.8 8.9 9.6 6.3 0.6 6.2 4.5 

雌計 36.6 8.0 4.9 5.2 3.2 1.9 0.6 0.4 0.1 2.8 0.5 4.0 4.1 2.5 1.3 0.7 0.4 0.5 

※「エビ類」の中には、アミ目、ロフォガスター亜日の大型種、 Lophogαstersp.が誤って含まれている。
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考 察

摂餌量の季節変化

、胃内容物重量が摂餌量の指数となるものと考えると、ヤナギムシガレイは雌雄とも摂餌量に季

節変化があり、生殖巣の増大期である11月'-""3月に摂餌量が減少し、放卵・放精後に摂餌量が増

加するものと思われた。

同じ異体類のミギガレイ 4. 5)、アカガレイ 6)、ノイパガレイ 7)で同様の現象がみられているが、

一方、日本海の山口県海域のヤナギムシガレイの摂餌量の年変化について、水温との関係すなわ

ち低水温期に摂餌量指数が高く、高水温期に摂餌量指数が低い、という報告B)がある。そこで、

今回の調査結果と底層水温との関係を検討した。

表7 福島県沿岸の100m深水温

月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

水温CC)11.9 9.5 8.2 7.9 7.8 8.6 9.9 11.2 13.3 13.8 14.7 13.7 

表 7は福島県沖海洋観測結果から、沿岸15点の100m深水温の30年平均値を示したものである。

表から本県沿岸における低水温期は 3'-""6月であり、高水温期は 9'-""12月である、と言える。今

回の調査で SC 1が高かった1998年 2月'-""4月、 1999年4月'-""5月は、ほぼ低水温期にあたるが、

S C 1が低かった1998年11月'-"'1999年 3月は必ずしも高水温期とは言えない。ヤナギムシガレイ

の成熟と底層水温の年変化は当然関係があろうが、摂餌量の年変化に影響を与えているのは水温

直接ではなく、成熟に伴う変化であろうと思われた。

なお、 1998年 2月と 3月の調査標本は、成熟年令に達しながら GSIが低く SC 1が高い未成熟

魚であり、 1999年 2月と 3月の調査標本と明らかに異なっていた。 1998年2月と 3月の標本の漁獲

水深はいずれも150m以深で、あった。産卵場よりも深い海域で産卵期に GSIの低い個体が生息し

ていることは過去の調査でもみられている 1)が、今回の調査結果から考察するには不十分であった。

餌料生物の種類

今回の調査結果では、ヤナギムシガレイの主生息海域である水深100m，-...，150mにおける主餌料生

物は、ナナテイソメ科の多毛類であり、 1月'-""5月にはスピオ科の多毛類が加わっていた。この結

果は、 1974年4月'-""1975年 3月の調査結果2)とほぼ同じ結果であり、ヤナギムシガレイの餌料環境

は安定しているように思える。しかし、 1984年 6月、 9月の調査ではナナテイソメ科の主分布水深

帯と思われるわ水深135mで漁獲されたヤナギムシガレイで、ナナテイソメ科が主餌料となってい

た個体の割合は、今回の調査結果と比べ明らかに低く、むしろカザリゴカイ科が主餌料となってい

た(五十嵐:未発表)01974年と 1998年は、福島県におけるヤナギムシガレイの水揚げ量が200トン

を超え、分布密度が高かったものと想定されるのに対し、 1984年は、水揚げ量は67トンで、比較す

ると分布密度は低かったもの 9)と思われる。また、餌料生物の分布密度についての知見はないが、

年変動があった可能性も考えられる。

今回の調査結果で、 l才魚と 2才魚以上の食性が甲殻類の摂餌比率において異なっていた。 1才

魚で摂餌比率が高かったヨコエピ亜目、アミ亜日とも小型の甲殻類であり、ヤナギムシガレイの若

令個体でこれらの胃内容物重量比率が高くなっているのは餌料生物のサイズが要因であろうと恩わ

れた。小型魚と大型魚で食性が異なった理由として、

・小型魚と大型魚で生息場所が異なり、餌料生物の分布がそれぞれの生息場所で異なることに

よるものO

・小型魚と大型魚で摂餌可能な餌料生物(または、晴好する餌料生物)が異なることによるもの。
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の2つが考えられるが、同ーの操業で漁獲され、生息水深帯がさほど違わないとみられるヤナギム

シガレイの小型魚と大型魚で餌料生物が異なっていることから、魚体の大きさに応じた餌料生物の

「食べ分け」の可能性が高い。また、甲殻類食から多毛類食へ移行する魚体サイズについて、 1974

年 4月"""'1975年 1月の調査では体長 9cmのところにみられていた 1)が、今回の調査では 1才魚で

食性が移行していることが推定された。 I才魚の体長はほぼ、雄が12"""'15cm、雌が12，.....，16 cmの範囲

であり、過去の調査より明らかに食性移行サイズが大きかった。

主餌料の種類が年により微妙に変化することを示すこれらのことは、餌料生物の分布密度の年変

動や、ヤナギムシガレイの生息密度または餌料が競合する生物との種間関係等により、食性が変化

する可能性を示唆しているものと思われた。

要 約

1998年 2月から1999年 6月の問、市場に水揚されたヤナギムシガレイの胃内容物調査を行い、下

記の知見を得た。

1 .ヤナギムシガレイの摂餌量には季節変化が認められた。

2.摂餌量の変化の要因として産卵期との関係が考えられ、生殖巣増大期に摂餌量が減少し、放卵・

放精後に摂餌量が増加するものと思われた。

3.ヤナギムシガレイの餌料生物は、多毛類次いで甲殻類であり、この 2動物群で殆どを占めた。

4.ヤナギムシガレイは成長に伴い、甲殻類食性から多毛類食性への移行がみられた。移行サイズ

は体長12""""'15cmの間にあり、餌料生物のサイズ等の要因により小型魚と大型魚での「食べ分け」

があるものと思われた。

5. 2才以上のヤナギムシガレイの主生息域における主餌料は、周年を通じナナテイソメ科の多毛

類であ iり、 1"""'"5月にはスピオ科の多毛類が加わっていた。

6.ヤナギムシガレイの食性移行サイズや主餌料は、必ずしも過去の調査結果と一致せず、生息密

度や各餌料の密度、種間関係等により、食性が変化する可能性が示唆された。
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